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ΧϜϩグインプラントγスςϜの৘ใ

ΧϜϩάΠンϓϥントγεςϜ
ΧϜϩグインプラントγスςϜは、ྟ 床΍ラϘでの௕೥のݧܦに基
づいた、Ϣーザϑレンドリーで補綴ओಋܕのインプラントγスςϜ
です。

全てのΧϜϩグ製඼は、最৽のٕज़తਫ४に合Θせてઈ͑ͣվྑ
さΕています。ΧϜϩグインプラントγスςϜは、ΧϜϩグ研ڀ։
ൃチーϜとଟくのେֶ、歯ՊҩӃ͓よͼ歯Պٕ工࢜とのྗڠによ
り։ൃɾ製඼ԽがܧଓతにਐΊらΕ、最৽のٕज़։ൃにも対Ԡし
ています。

ΧϜϩグインプラントγスςϜは、ଟくのデータによってՊֶతに
࣮ূさΕたγスςϜです。ൣ޿なパラメータ、ྫ ͑͹インプラント
ද໘ੑঢ়、インプラントຒೖのタイϛング、インプラントෛՙ࣌ظ、
ॳظ固定、連結デザイン͓よͼ上部構造のタイプ౳が、਺ଟくの
研ڀによってཪ෇けらΕています。௕ظの༧後に͓いても༏Εた
結果がಘらΕています。

ཹҙ఺
ここにड़΂るΧϜϩグインプラントγスςϜにؔするઆ໌は、す͙
に使用することを૝定したものでは͋りませΜ。͝ 使用を։࢝さ
Εる際は、ΧϜϩグインプラントγスςϜのѻいにख़࿅したエΩ
スパートのࢦಋを͙ڼことを強くਪ঑いたします。ΧϜϩグインプ
ラント͓よͼアバットメントの使用は、ຊγスςϜの܇࿅をडけた
歯Պҩߢޱ、ࢣ֎Պҩ、歯Պٕ工࢜にݶらΕます。ΧϜϩグでは
適切なߨशձ΍研ڀձを定ظతに։࠵しています。࣏ ྍ法のޡり
は、インプラントの୤མ΍インプラントपғࠎのॏେなଛࣦをটく
、Εが͋ります。Ұൠతなインプラントにؔする手ٕにͭいてはڪ
ެӹࣾஂ法人೔ຊߢޱインプラントֶձのʮߢޱインプラント࣏
。してくださいڌ਑ʯに४ࢦྍ
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γスςϜイントϩμクγϣン

インプラント補綴にؔするҰൠత৘ใ

ۙ೥インプラント補綴は歯Պҩྍに不Մܽなものとして確ཱさΕ
てきました。ऀױαイドのظ଴とཁ๬は確࣮にେきくなっていま
す。従って、ࡏݱのインプラント࣏ྍのコンηプトはそのۃڀの໨
ඪとして、৹ඒɾ機ೳɾൃԻをؚΜだ৺ཧࣾձతなリϋϏリςー
γϣンでなけΕ͹なりませΜ。このことは、֎ইで切歯を1ຊ૕ࣦ
したέースから、࢒存歯に歯प࣬ױの合ซ঱が͋るようなෳࡶな
࣏ྍ、͋ るいはॏ౓にٵऩした上下ֺのແ歯ֺ࣏ྍにࢸるまでಉ
༷に౰てはまるものです。

࣭の向上とઐ໳ੑ΁のཁٻがߴまることは、チーϜメンバーの஌
ࣝとݧܦをू໿する総合తなアプϩーチがඞཁで͋ることを意味
しています。ۙ ೥のインプラントम෮には、ࡉ部΁のߴ౓な配慮と
ྟ床ݧܦがٻΊらΕています。このことは、補綴ҩ、֎Պҩ、歯Պ
ٕ工࢜、͓ よͼ࢜ޢ؃、歯ՊӴੜ࢜、チΣアーαイドアγスタントな
Ͳのコɾデンタルスタッϑす΂てに౰てはまります。ΧϜϩグのチー
Ϝコンηプトでは、こΕら全てのཁٻが考慮さΕています。チーϜ
メンバー全һによる࣏ྍܭըがཱてらΕると、࣍ に࣏ྍの順ংを
作成し、ݸʑの手順がチーϜメンバーにそΕͧΕׂり౰てらΕま
す。

インプラントの補綴म෮は、そのܭըと作製にؔしてՄೳなݶりγ
ンプルかͭ҆全にઃܭするඞཁが͋ります。ඞཁなインプラントの
ຊ਺、インプラントの௕さ΍直ܘは、後にܭըさΕるम෮෺とࠎの
インプラントຒೖ部位に基づいてܾ定さΕます。インプラントのຒ
ೖ前ܭըは補綴のཁ߲ࣄٻが౔୆となります（バックワードプラン
ニング）。

インプラント補綴म෮のத৺はऀױです。ऀױのニーζ΍ر๬を
΍ঢ়ଶ܎Μだう͑で作製することが؊৺です。また、ղ๤ֶతؔټ
を考慮することもେ切です。ఱવ歯は、歯ࠜບによって஄ੑతに歯
૧ࠎに接合していますが、インプラントは࣭ࠎにアンΩϩςィック
に連結することによって歯૧ࠎ಺にリδッドに固定さΕます。その
たΊインプラントࢧ持のクラ΢ンɾϒリッδम෮෺にՃΘる뱌ྗ
は、ࠎに直接఻ୡさΕます。インプラントの௕ظత成ޭをಘるたΊ
には、適切なᄐ合ઃܭによるՄೳなݶりੜཧֶతなプϩηスを通
して뱌ྗが఻ୡさΕるඞཁが͋ります。

このことは、ӓ歯部ᄐ合໘上に໿ m̍m�の໘ੵをઃけることで、श
తなᄐ಄ቕ合位に͓いてଆ方に໿׳ m̍mのࣗ༝Ҭを෇༩するこ
とがՄೳになります。こΕによって、ᄐ಄は後方接৮位（த৺ᄐ合
位）と最େᄐ಄ቕ合位との間をスϜーζにҠಈできるようになり
ます。こΕはϑリーμϜインηントリックとݺ͹Εています。また、
େӓ歯を小ӓ歯ܗଶにすることとの૊み合Θせでա৒なෛՙを๷
͙ことができます。歯列のかみ合Θせがա౓に強くならないようᄐ
಄をա৒にߴくすることはආけ、垂直తな뱌ྗがインプラントと
その対合歯࣠に対してՄೳなݶりੜཧֶతに作用するようにしま
す。ݸʑのインプラント部のクラ΢ンにガイドをٻΊることで、その
部位にա৒に強いଆ方ԠྗがՃΘることもආけなけΕ͹なりませ
Μ。ワックスアップなͲで͋らか͡Ί適切なઃܭをཱてることがඞ
ཁです。

H1-14_Camlog_VARIO.indd   5 2015/06/26   15:42



� 

補綴スクリュー

アバットメントスクリューバリオSR
アバットメント

インプラント಺に
ૠೖさΕたアバット
メントガイド部

ΧϜ�ΧϜߔ

上部 の಺ωδ（Χバー
スクリュー 、δ ン δバ
ϑΥーマー౳の装着࣌
に使用）
下部の಺ωδ

インプラント

ΧϜϩグチューϒインチューϒ（56#&�*N�56#&ä）に
よるインプラント�アバットメント連結

ΧϜϩグインプラントにはՊֶతにূ໌さΕたチューϒインチュー
ϒäによるインプラント アɻバットメント連結と、3ͭのγンメトリー
に配置さΕたΧϜߔが෇༩さΕています（෯��5または��7mm、ਂ
さ1��mm）。

全てのバリオSRアバットメントには、インプラントとの接合໘の下
方に、ΧϜϩグインプラントٴͼインプラントアφϩグのΧϜߔに
適合する3ͭのΧϜが͋ります。バリオSRアバットメントをૠೖする
࣌には、アバットメントのチューϒがガイドとなりॎ࣠方向΁γンプ
ル、̓ 全かͭ༰қにૠೖと位置取りができ、3ͭのΧϜがインプラ
ントのγϣルμー部に適確に͋たります。࣍ いでΧϜがΧϜߔにか
み込むײ৮がಘらΕるまでアバットメントをճ転させؕ合させる
と、そのঢ়ଶがアバットメントの最終装着位置です。

εΫϦϡーλΠϓΠϯϓϥϯτ
ԁ౵ঢ়のインプラントωック部分に࢛֯いΧϜߔが෇༩さΕてい
ます。（,�γリーζの಺部機構）

ϧーτϑΥーϜΠϯϓϥϯτ
ԁ౵ঢ়のインプラントωック部分にラ΢ンドのΧϜߔが෇༩さΕて
います。

όϦΦ43Ξόοτϝϯτ
全てのΧϜϩグインプラントに適合する3ͭの࢛֯いΧϜが෇༩さ
Εています。
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アバットメントスクリュー

ΧϜϩグΧラーコード

ΧϜϩάͷ֎ՊおΑͼิ௲༻ύーπͷΧϥーίーυ

� ৭� ௚ܘ

 グレー 3�3 mm

 イエϩー 3�� mm

 レッド ��3 mm

 ϒルー 5�� mm

 グリーン ��� mm

重要事項
Χラーコード（直ܘ）のҟなるパーツಉ࢜を૊み合Θせて使用し
ないでください。パーツのܗঢ়をमਖ਼しないでください。

H1-14_Camlog_VARIO.indd   7 2015/06/26   15:42



� 

補綴म෮のプランニング

は͡Ίに

ۙ೥のインプラント補綴はʮバックワードプランニングʯとݺ͹Ε、
࣏ྍの最終తな໨ඪ（ゴール）を基४にしてܭըさΕます。こΕは
ಛに補綴తに最適な位置に対して、インプラント࣏ྍのたΊにඞཁ
なྔࠎをࠎ造成なͲによって確อする際に༗ޮです。

ٕ工αイドで作成さΕたワックスアップ�ηットアップをもとに、機
ೳ、ൃ Ի、͓ よͼӴੜの؍఺に͓いて補綴ओಋܕでインプラント
のຒೖ位置とαイζをܾ定するඞཁが͋ります。補綴のデザイン
ならͼにインプラントຒೖ位置と࣠方向は、歯Պҩࢣと歯Պٕ工
࢜の໖ີな連ܞによってܾ定さΕます。このաఔに͓いて྆ऀが
࣏ྍオプγϣンを十分にཧղして͓くことがඞཁです。

インプラントを通法Ͳ͓りの位置（ܽଛ歯と΄΅ಉ͡位置）にຒೖ
するࣄが、なΜらかのཧ༝ʵ機ೳ （ੑインプラントෛՙ、クラ΢ン
の௕さ）、৹ඒ （ੑೈ૊৫のࢧ持）͋ るいはӴੜؔ連の໰୊ でɻࠔ
೉な৔合には、Մఫੑ義歯をݕ౼するඞཁが͋ります。

補綴म෮ܭըにؔするৄしい৘ใは、マニュアルʮΧϜϩグインプ
ラントγスςϜʕクラ΢ンɾϒリッδम෮ʯを͝ཡください。
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製඼のղઆ

は͡Ίに

バリオ SR用の補綴パーツは、上下ֺに͓いてΧϜϩグインプラント
上にスクリュー固定するクラ΢ン、ϒリッδ、バーम෮෺を作製す
るҝに͝利用いただけます。

バリオSRアバットメントとバリオSR用の補綴パーツは、ͻとͭͻと
ͭがਫ਼ີに適合するようにߴਫ਼౓に作製さΕて͓り、ྟ 床͓よͼ
ٕ工手順をඪ४Խしています。こΕはྟ床͓よͼٕ工のաఔに͓
いて作ۀのܰݮとେ෯な࣌間୹ॖにͭながります。

バリオSRの補綴パーツは、ΧラーコードԽさΕたバリオSRアバット
メント（ストレート、�� ア˃ングル、3� ア˃ングル）、バリオSRインプ
レッγϣンΩャップ（オープントレー、クϩーζドトレー）、バリオSR
アφϩグから構成さΕています。
また、バリオSRにはர造用のバリオSRプラスチックコーピング、࢑
間͓よͼ最終補綴用のチタンΩャップϒリッδ用、レーザー溶接
バーम෮のたΊのバーコーピング、ԫ色にཅۃ酸ԽさΕた補綴ス
クリューなͲも用意さΕています。

ղ๤ֶతܗଶʹΑͬͯॲஔ͕೉͍͠෦Ґ
インプラントの࣠がେきくҟなる部位に͓いてϒリッδम෮でฏ
行ੑを取る৔合には、��˃͓ よͼ3� の˃֯౓を෇けたバリオSRア
バットメントのアングルタイプで対Ԡできます。ྔࠎがগなく、イン
プラントຒೖが೉しいղ๤ֶతܗଶの部位でも、インプラントを
ԕ৺方向にࣼ܏ຒೖし、適切な補綴म෮を行うことができます。
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バリオSRアバットメント

バリオSRアバットメントはインプラントの直ܘにԠ͡てΧラーコー
ドԽさΕています。バリオSRアバットメントのストレートタイプには
バリオSRアバットメントスクリューが、アングルタイプにはアバット
メントスクリューがそΕͧΕ෇ଐしています。

 ˞ストレートタイプ用のバリオSRアバットメントスクリュー
  （୯඼での取ѻいは͋りませΜ）
ɹɹ3�����3mm用ɿ. 1��
ɹɹ5������mm用ɿ. ���
ɹアングルタイプ用のアバットメントスクリュー
ɹɹ3�����3mm用ɿ. 1��（঎඼コード+���5�1��1）
ɹɹ5������mm用ɿ. ���（঎඼コード+���5����1）

()ʹ歯೑のߴさ
さߴ୆部位のࢧʹ(1

()
()

() ()
()1)

1) 1)

όϦΦ43Ξόοτϝϯτ�ετレーτʢバリオSRアバットメントスクリュー෇き）

όϦΦ43Ξόοτϝϯτ�Ξϯάϧ（アバットメントスクリュー෇き）

঎඼コード ,�5���3��� ,�5����3�� ,�5���5��� ,�5������� 

� mm 3�� ��3 5�� ��� 
() mm ��� ��� ��� ��� 
1) mm 3�� 3�� 3�� 3�� 
˞ストレートタイプの()は全ての直ܘにڞ通で���mmです。

঎඼コード ,�5�1�3��� ,�5�1��3�� ,�5�1�5��� ,�5�1����� ,�5���3��� ,�5����3�� ,�5���5��� ,�5�������

� mm 3�� ��3 5�� ��� 3�� ��3 5�� ���
֯౓ ��  ˃ ��  ˃ ��  ˃ ��  ˃ 3�  ˃ 3�  ˃ 3�  ˃ 3�˃
() mm 3�1�1�� 3���1�7 3������ ������� 3�1�1�� 3���1�� ����1�5 ��3�1�3
1) mm 3�� 3�� 3�� 3�� 3�� 3�� 3�� 3��
˞アングルタイプの()は֯౓΍直ܘによってҟなりますので、上のදを͝ࢀরください。

�ɿインプラント直ܘ
()ɿ歯೑のߴさ
1 )ɿࢧ୆部位のߴさ（インプラントγϣルμー部からアバットメントઌ୺部まで）

全てのバリオSRアバットメントと෇ଐのアバットメントスクリューは໓ࡁەみです。
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バϦΦ43アバットメントの֓ཁ
アバットメント

ストレート
�� ア˃ングル
3� ア˃ングル                           

バリオSRアバットメント 
ストレート
�3�����3 mm

バリオSRアバットメント 
アングル
�3�����3 mm

バリオSRアバットメント 
ストレート
�5������ mm

バリオSRアバットメント 
アングル
�5������ mm

アバットメントスクリュー バリオSRアバットメント
スクリュー 
.1��

アバットメントスクリュー 
.1�� 
঎඼コード+���5�1��1

バリオSRアバットメント
スクリュー
.���

アバットメントスクリューɹ
.��� 
঎඼コード+���5����1

重要事項
ඞͣ適合するアバットメントスクリューを͝使用ください。
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バリオSR用の補綴コンϙーωンツ

スクリュー固定ࣜ補綴म෮෺の作製に͓いては、バリオSRアバット
メント͓よͼバリオSRアφϩグに補綴スクリュー（. ���）で固定で
きるଟ༷なバリオ SR用の補綴コンϙーωンツがଗっています。

バϦΦ43༻のิ௲ίンϙーωンπのγεςϜ֓ཁ
ҹ৅࠾ಘ
όϦΦ43ΠϯϓレογϣϯΩϟοϓ
バー͓よͼϒリッδम෮のҹ৅࠾ಘ用Ωャップ
（オープントレー、クϩーζドトレー）アバット
メントレベルҹ৅用ɹճ転๷ࢭ機構なし

�3�����3 mmɹɹ�5������ mm
オープントレー

�3�����3 mmɹɹ�5������ mm
クϩーζドトレー

໛ܕ作製
όϦΦ43Ξφϩά
バー͓よͼϒリッδम෮の໛ܕ作製用

�3�����3 mm �5������ mm
ςンϙラリーレストレーγϣン（࢑間म෮෺）
ϓϩςΫγϣϯΩϟοϓ
バリオSRアバットメントの
イニγャルςンϙラリーレストレーγϣン用

�3�����3 mm �5������ mm
上部構造の作製
ิ௲εΫϦϡー
ヘックスɹ. ���ɹԫ色

バリオSRの全コーピング、全直ڞܘ通

όϦΦ43ϓϥενοΫίーϐϯά
ম٫用コーピング、୯ף用（ճ転๷ࢭ機構෇
き）�ϒリッδ͓よͼர造バーम෮用（ճ転๷
（機構なしࢭ

�3�����3 mm
ストレートクラ΢ン用 � 

アングルクラ΢ン用 � ϒリッδ用

�5������ mm
ストレートクラ΢ン用 � 

アングルクラ΢ン用 � ϒリッδ用
νλϯΩϟοϓ�ϒϦοδ༻
࢑間म෮͓よͼ�または最終ϒリッδम෮用ɹ
ճ転๷ࢭ機構なし

�3�����3 mm �5������ mm
όーίーϐϯά
チタン製、レーザー溶接チタン製バーम෮෺
の作製用、ճ転๷ࢭ機構なし

Ї3�����3 mm �5������ mm
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使用方法

バリオSRアバットメントのબ୒͓よͼ使用法

ϒリッδ͓よͼバー構造にͭいてはߢޱऀױ಺のঢ়گに合Θせ
て、適切なバリオSRアバットメントのબ୒がՄೳです。

バリオSRアバットメントはアバットメントスクリューとڞに໓ەแ
装さΕています。通常ඇ໓ەのアバットメントに対しては装着前に
໓ەすることがਪ঑さΕていますが、バリオSRアバットメントはแ
装からग़してす͙にインプラントに装着する৔合΍アバットメント
がすでにインプラントに固定さΕている৔合には、໓ەは不ཁで
す。

バϦΦ43アϥΠメントπーϧ��� �˃���� Λ˃༻͍ͨɺ֯ ౓෇͖バϦΦ
43アバットメントのબ୒
ෳ਺のインプラントをຒೖする৔合、ຒೖ後バリオSRアバットメン
トを装着する前にバリオ SR アライメントツール（�� 、˃3� ）˃を用
いることで、ݸʑのຒೖ方向΍インプラントのΧϜߔの位置、ア
バットメントのฏ行ੑを確認できます。アライメントツールをインプ
ラントのプレースメントヘッドに装着します。ඞཁで͋Ε͹インプ
ラントのΧϜߔの位置をඍௐ੔することができます。

重要事項
ҿさせないよう十分஫意してくޡにऀױ、಺で使用の際はߢޱ
ださい。

プレースメント
ヘッド

インプラント

バリオSRアライメントツー
ル �� と˃バリオSRアバット
メント �� ア˃ングル

バリオSR
アライメントツール��˃

グルーϒ�ͭ �́�˃

バリオSRアライメントツー
ル 3� と˃バリオSRアバット
メント 3� ア˃ングル

バリオSR
アライメントツール3�˃

グルーϒ3ͭʹ3�˃

バリオSRアライメントツールのアングルは、バリオSRアバットメントの�� ア˃ングル
͓よͼ3� ア˃ングルとҰகしています。

バϦΦ43アϥΠメントπーϧ
インプラントのΧϜߔと൓対
方向に܏いています。
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アバットメントの装着
アバットメント装着の前にインプラントの಺部をચড়します。બ୒
したバリオSRアバットメントをインプラントに装着し、インプラント
のΧϜߔにアバットメントのΧϜがかみ合った֮ײがಘらΕるまで
ճ転させます。この位置がアバットメントの最終位置になります。

ヘックススクリュードライバーとトルクラチΣットを用いて、��Ncm
のトルクでアバットメントスクリューをకΊ෇けます。確࣮なスク
リュー固定を行うたΊにඞͣ໿5分後にಉ͡トルクで૿కΊを行っ
てください。

アバットメントがインプラントにਖ਼しく装着さΕていることを確か
ΊるたΊに、9ઢで確認することをਪ঑します。

஫ҙ
ΞόοτϝϯτεΫϦϡーͷλΠϓ͕߹ͬͯ ͍る ͱ͜Λ֬ೝͩ͘ ͞ ʂ͍
ɾ バリオSRアバットメント ストレートʹバリオSRアバットメントス

クリュー（バリオSRアバットメントにಉࠝさΕています。୯඼で
の取ѻいは͋りませΜ）

ɾ バリオSRアバットメント �� ア˃ングルٴͼ3� ア˃ングルʹア
バットメントスクリュー（঎඼コード+���5�1��1、+���5����1）

重要事項
補綴パーツとのਫ਼౓にࢧোがでるたΊ、バリオSRアバットメント
はܗଶमਖ਼しないでください。

��Ncm

ヘックススクリュードライバーと
トルクラチΣット（トルク値ઃ定Մೳ）

ヘックススクリュードライバー
（エクストラγϣート、γϣート、ϩング）

重要事項
バリオSRアバットメント ストレートにಉࠝさΕているバリオSR
アバットメントスクリューٴͼバリオSRラϘスクリュー（୯඼ൢചɹ
঎඼コード+�����1��1、���1）には、��1�೥Ҏ前に͝ߪೖいただ
きましたچタイプのヘックススクリュードライバーは͝利用いた
だけませΜ。

バリオ SR アバットメント ストレートに同梱されているバリオ SR 用
アバットメントスクリューには、2010 年以前にご購入いただきました
旧タイプのヘックススクリュードライバーはご利用いただけません。

旧 新
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バϦΦ43アバットメント�ηϨΫγϣンアφϩά
ΧϜϩグインプラントをインプラントレベルでҹ৅࠾ಘし、インプ
ラントアφϩグを使用して作ۀ໛ܕを作製する৔合には、バリオ
SRアバットメント ηレクγϣンアφϩグを用いて適切なバリオSRア
バットメントをબͿことができます。

໛ܕを作製後、ٕ 工αイドで上部構造に適したバリオSRアバットメ
ントを、ΧラーコードԽさΕたηレクγϣンアφϩグからબ୒しま
す。

ηレクγϣンアφϩグは、࣮ ෺のバリオ SRアバットメントとܗঢ়が
౷ҰさΕています。ηレクγϣンアφϩグはプラスチック製（10.）
で、ΧϜは1ͭ、全体がΧラーコードԽさΕています。

໛ܕに合ったアバットメントをબ୒してください。その際、インプラ
ントの࣠、ΧϜߔの位置、歯೑ܗଶとްみ、インプラントの直ܘを
考慮してください。ηレクγϣンアφϩグはインプラントアφϩグに
直接装着して確認することがՄೳで、܁ฦし使用できます。

バリオSRアバットメント ηレクγϣンアφϩグ

஫ه
直ܘ��� mmのバリオSRアバットメントの৔合は、直5ܘ�� mmの
青色のηレクγϣンアφϩグを使用してください。

ࠂܯ
バリオSRアバットメント ηレクγϣンアφϩグはબ୒のたΊのμ
ϛーです。ऀױには使用しないでください。

ηレクγϣンアφϩグ バリオSRアバットメント 直ܘ	mm


バリオSRア
バットメント 
ηレ クγϣ
ンアφϩグ
�3��mm用

,�5���3��� �ɿ3��

()ɿ���

1)ɿ3��

,�5�1�3��� �ɿ3��

()ɿ3�1�1��

1)ɿ3��

,�5���3��� �ɿ3��

()ɿ3�1�1��

1)ɿ3��

バリオSRア
バットメント 
ηレ クγϣ
ンアφϩグ
���3mm用

,�5����3�� �ɿ��3

()ɿ���

1)ɿ3��

,�5�1��3�� �ɿ��3

()ɿ3���1�7

1)ɿ3��

,�5����3�� �ɿ��3

()ɿ3���1��

1)ɿ3��

バリオSRア
バットメント 
ηレ クγϣ
ンアφϩグ
�5��mm用

,�5���5��� �ɿ5��

()ɿ���

1)ɿ3��

,�5������� �ɿ���

()ɿ���

1)ɿ3��

,�5�1�5��� �ɿ5��

()ɿ3������

1)ɿ3��

,�5�1����� �ɿ���

()ɿ�������

1)ɿ3��

,�5���5��� �ɿ5��

()ɿ����1�5

1)ɿ3��

,�5������� �ɿ���

()ɿ��3�1�3

1)ɿ3��

()ɿ歯೑のߴさ
1 )ɿࢧ୆部分のߴさ
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ҹ৅࠾ಘのオプγϣン

ϒリッδ͓よͼバーम෮の৔合、ߢޱ಺に装着さΕたバリオSRア
バットメント上に、バリオSRインプレッγϣンΩャップ（オープント
レーまたはクϩーζドトレー）を装着してҹ৅࠾ಘを行います（ア
バットメントレベルでのҹ৅）。୯ףम෮の৔合は、インプレッγϣ
ンϙスト（オープントレー用またはクϩーζドトレー用）をߢޱ಺の
インプラントに直接装着してҹ৅を࠾ಘします（インプラントレベ
ルでのҹ৅）。

ҹ৅࠾ಘ๏ʵΦーϓン�ΫϩーζυトϨー๏
ҹ৅࠾ಘ用としてオープントレー法ٴͼクϩーζドトレー法のパー
ツがଗっています。オープントレー法は、インプラントの࣠がେきく
ͣΕている৔合΍、機ೳҹ৅を൐うҹ৅࠾ಘが๬ましい৔合にબ
୒します。パーツをՃ工して使用しないでください。インプラント、
アバットメント、ҹ৅࠾ಘ用のパーツは、直ܘがಉ͡ものを使用し
てください。

ҹ৅ࡐ
オープントレー法͓よͼクϩーζドトレー法のҹ৅ࡐには、γリコ
ンまたは ϙリエーςルܥのҹ৅ࡐが適しています。

ΧϜϩグインプラントにバリオSRアバットメントを最終装着後、バ
リオSRインプレッγϣンΩャップ（オープントレーまたはクϩーζド
トレー）をアバットメントに直接装着してҹ৅を࠾ಘします（アバッ
トメントレベルでのҹ৅）。

ϒリッδ͓よͼバーम෮を行う際のҹ৅࠾ಘ

஫ه
バリオSRインプレッγϣンΩャップ（オープントレー、クϩーζド
トレー）にはճ転๷ࢭ機構が෇いていないたΊ、ϒリッδ͓よͼ
バーम෮用としてアバットメントレベルでҹ৅࠾ಘをする際に使
用します。୯ףम෮を行う৔合にはインプラントレベルでҹ৅࠾
ಘをしてください。

஫ه
ҹ৅用パーツを装着する際は、トルクラチΣットを使Θͣ手でక
Ίてください。

঎඼コード 直ܘ

+�5����3�� バリオSRインプレッγϣンΩャップ
オープントレー（固定スクリュー෇）

3�����3mm

+�5������� バリオSRインプレッγϣンΩャップ
オープントレー（固定スクリュー෇）

5������mm

+�5�5��3�� バリオSRインプレッγϣンΩャップ
クϩーζドトレー

3�����3mm

+�5�5����� バリオSRインプレッγϣンΩャップ
クϩーζドトレー

5������mm
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バϦΦ43ΠンϓϨッγϣンΩϟッϓɹΦーϓントϨーΛͨͬ࢖ҹ
৅࠾ಘ
バリオSRインプレッγϣンΩャップɹオープントレーには固定スク
リューが෇いて͓り、バリオSRアバットメントに直接装着すること
ができます。固定スクリューをకΊるとωδが、アングルタイプで
͋Ε͹アバットメントઌ୺の಺ωδに、ストレートタイプで͋Ε͹
アバットメントスクリューのヘッド部の಺ωδにऩまります。インプ
レッγϣンΩャップ オープントレーの固定スクリューには上部に
ϒレークϙイント（ഁંઢ）が෇いています。ᄐ合ܘߴがݶらΕて
いる৔合には、ヘックススクリュードライバーを用いて、スクリュー
ヘッドの上から̼̼̏のとこΖをંって୹くして使用することがで
きます。

バリオSRインプレッγϣンΩャップɹオープントレーをバリオSR
アバットメントに装着します。固定スクリューはඞͣヘックススク
リュードライバーを使用して手でకΊ込Μでください。歯೑がްく
タイトな৔合は、ҹ৅࠾ಘする前に9ઢでインプレッγϣンΩャッ
プがਖ਼しく装着さΕたかͲうか確認することを͓קΊします。

ҹ৅࠾ಘは固定スクリュー用の݀を։けたݸ人トレーを用いて行
います。

ҹ৅࠾ಘする前に、トレーがਖ਼確に適合しているかͲうかを確認し
ます。݀ からग़ている固定スクリューがトレーに接৮していないこ
とを確認した後、γリコンまたはϙリエーςルܥのҹ৅ࡐを使用し
てҹ৅を࠾ಘします。

஫ҙ
固定スクリューの切断作ۀはඞͣߢޱ֎で行ってください。

バリオSRインプレッγϣンΩャップɹ
オープントレー

1���mm

3��mm
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ҹ৅を取り֎す際は、固定スクリューを؇Ίた後にఀࢭ位置まで上
方にҾき上げてから、ҹ৅を֎します。インプレッγϣンΩャップ
はҹ৅に取り込まΕたঢ়ଶとなります。

ώϯτɿ໛ܕ作製のޮ཰ԽのたΊに、ҹ৅とҰॹに対Ԡするバリ
オSRアφϩグをٕ工ॴにૹ෇することを͓קΊします。

バϦΦ43ΠンϓϨッγϣンΩϟッϓɹΫϩーζυトϨーΛͨͬ࢖
ҹ৅࠾ಘ
バリオSRインプレッγϣンΩャップɹクϩーζドトレーはҰ体ܕで
バリオSRアバットメントに直接装着することができます。಺部のω
δは、アングルタイプで͋Ε͹アバットメントઌ୺の಺ωδに、スト
レートタイプで͋Ε͹アバットメントスクリューのヘッド部の಺ωδ
にऩまります。クϩーζドトレー法でのҹ৅࠾ಘは既製のトレーが
使用できます。

バリオSRインプレッγϣンΩャップɹクϩーζドトレーをバリオSR
アバットメントにΩャップ಺部のωδで固定します。クϩーζドト
レー法でのҹ৅࠾ಘには既製のトレーが使用できます。ҹ৅࠾ಘ
する前に、トレーの適合を確認します。歯೑がްくタイトな৔合は、
ҹ৅࠾ಘの前に9ઢでインプレッγϣンΩャップがਖ਼しく装着さΕ
たかͲうか確認することを͓קΊします。確認後、γリコンまたは
ϙリエーςルܥのҹ৅ࡐを使用してҹ৅を࠾ಘします。

ҹ৅を֎しても、インプレッγϣンΩャップɹクϩーζドトレーはア
バットメントに装着さΕたままです。インプレッγϣンΩャップを取
り֎し、ҹ৅とҰॹにٕ工ॴにૹ෇します。

ώϯτɿ໛ܕ作製のޮ཰ԽのたΊに、ҹ৅とҰॹに対Ԡするバリ
オSRアφϩグをٕ工ॴにૹ෇することを͓קΊします。

バリオSRインプレッγϣンΩャップɹ
クϩーζドトレー

11��mm
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バリオSRアバットメント上で୯ףम෮෺を作製する৔合には、Χ
ラーコードԽさΕたインプレッγϣンϙスト（オープントレー用また
はクϩーζドトレー用）を用いてインプラントレベルのҹ৅を࠾ಘ
します。インプレッγϣンϙストに固定スクリューをૠೖし、ヘック
ススクリュードライバーを使用して手でకΊ込みます。

インプレッγϣンϙストを用いたҹ৅࠾ಘにؔするৄしい৘ใは、
マニュアルʮΧϜϩグインプラントγスςϜʕҹ৅࠾ಘɾᄐ合࠾
ಘɾ࢑間म෮ʯを͝ཡください。

୯ףम෮を行う際のҹ৅࠾ಘ

஫ه
インプレッγϣンϙスト（オープントレー用またはクϩーζドト
レー用）によりインプラントレベルでҹ৅を࠾ಘする৔合には、
ಉ͡Χラーコードのインプラントアφϩグで໛ܕを作製してくだ
さい。

ΠϯϓレογϣϯϙετɹΦーϓϯτレー༻

঎඼コード ,�1�1�3��� ,�1�1��3�� ,�1�1�5��� ,�1�1�����

ΠϯϓレογϣϯϙετɹΫϩーζυτレー༻
（トランスϑΝーΩャップ、バイトレδストレーγϣンΩャップ෇）

঎඼コード ,�11��3��� ,�11���3�� ,�11��5��� ,�11������
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バリオSRアバットメントのᄐ合࠾ಘ

インプラントࢧ持によるֺ位のਖ਼確なଌ定΍໛ܕ΁のトランス
ϑΝーに際してはチタンΩャップ ϒリッδ用をインプラントに装着
さΕたバリオSRアバットメントに装着し、補綴スクリューで固定し
ます。

Ωャップはࡾஈ໨のグルーϒをؚΊてઌ୺から5�� mmまで୹くし
て使用することができます（切断はߢޱ֎で行います）。

Φϓγϣン
インプラントࢧ持によるֺ位のଌ定΍໛ܕ΁のトランスϑΝーで
は、通常のᄐ合࠾ಘࡐྉを用いてチタンΩャップで࠾るか、または
チタンΩャップをスプリントしҰ体ܕでᄐ合࠾ಘすることもՄೳで
す。

チタンΩϟッϓ�ϒϦッδ༻Λ࿈݁ͤͨ͞ᄐ߹࠾ಘのྫ
ҹ৅࠾ಘから໛ܕを作製後、チタンΩャップ ϒリッδ用をバリオ
SRアφϩグに補綴スクリューで装着し、作ۀ໛ܕ上でΩャップをス
プリントしᄐ合࠾ಘを行います。チタンΩャップは適切なレδンࡐ
を使用して連結します。この際、アクηスϗールを࠹がないように
஫意します。

ώϯτɿେきなम෮έース（ແ歯ֺ΍ଟ਺歯ܽଛ）の৔合にىこる
࿪み౳をճආするたΊ、Ωャップ間のスプリントをҰ୴切断し、 バ
リオSRアバットメント上に࠶装着後、ߢޱ಺でऩॖのগないレδン
。連結することをਪ঑します࠶ྉを使用してࡐ

チタンΩャップ ϒリッδ用と補綴スクリュー

最େ5�� mm୹くすることができます11�� mm
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ᄐ合࠾ಘ用スプリントが作製できたら、Ωャップを෇けたঢ়ଶで
಺に装着し、ヘックススクリュードライバーで補綴スクリューをߢޱ
手కΊしてᄐ合のチΣックを行います。

श׳తֺ位でᄐ合࠾ಘを通法通りのࡐྉを用いて行います。

Խ後、補綴スクリューを؇Ίます。Ωャップが෇いたঢ়ଶのままߗ
バイトҹ৅を取り֎し、ٕ 工ॴにૹ෇してください。

Ωャップを取り込Μだバイトҹ৅を໛ܕ಺のバリオSRアφϩグに
スクリュー固定します。バイトレδストレーγϣンを合Θせ、ᄐ合器
にマ΢ントします。
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໛ܕの作製

௨ৗの໛࡞ܕ੡
ϒリッδ͓よͼバー構造体のҹ৅࠾ಘと໛ܕ作製には、バリオSR
ઐ用のパーツを用いて行い、୯ףの৔合には通常のΧϜϩグイン
プラントγスςϜのパーツを使用します。໛ܕ作製に͋たっては、
バリオSRインプレッγϣンΩャップ オープントレーٴͼインプレッ
γϣンϙスト（オープントレー用、クϩーζドトレー用）の固定スク
リューを、ヘックススクリュードライバーを用いて手でకΊ込Μで、
バリオSRアφϩグ͋るいはインプラントアφϩグに装着します。

バϦΦ43ΠンϓϨッγϣンΩϟッϓɹΦーϓントϨーΛ༻͍ͨ໛
੡࡞ܕ
ҹ৅࠾ಘ後、バリオSRインプレッγϣンΩャップɹオープントレー
をҹ৅に࢒したままにします。

歯Պٕ工ॴにてҹ৅に࢒っているバリオSRインプレッγϣン
Ωャップ オープントレーに対ԠするαイζのバリオSRアφϩグをૠ
ೖし、しっかりと装着させます。ヘックススクリュードライバーを用
いて固定スクリューを手でకΊ込みます。

装着ࡁのバリオSRアバットメントでҹ৅࠾ಘを行った৔合には、バ
リオSRアφϩグを使用します。バリオSRアφϩグを、ҹ৅を࠾ಘし
たバリオSRインプレッγϣンΩャップ（オープントレーまたはクϩー
ζドトレー）に手でకΊて装着します。

஫ه
バリオSRインプレッγϣンΩャップ（オープントレー、クϩーζドト
レー）にはճ転๷ࢭ機構が෇いていないたΊ、ϒリッδ͓よͼバー
म෮用としてアバットメントレベルでҹ৅࠾ಘをする際に使用しま
す。໛ܕはバリオSRアφϩグを使用して作製してください。

஫ه
パーツをܗଶमਖ਼しないでください。

バリオSRアφϩグを用いたϒリッδ͓よͼバー補綴
用の໛ܕ作製

バリオSRインプレッγϣンΩャップ オープントレーとバリオSRアφϩグ

঎඼コード ঎඼໊ 直ܘ

+�5�7��3�� バリオSRアφϩグ 3�����3mm

+�5�7����� バリオSRアφϩグ 5������mm
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ҹ৅に適切なੴߣをྲྀし込みます。ߗԽ後、バリオ SRインプレッ
γϣンΩャップの固定スクリューを؇Ί、ҹ৅を取り֎します。

ώϯτɿ໛ܕ作製の際はガϜ໛ࡐܕを使用することをਪ঑します。
पғの歯೑は஄ੑが͋り、ಛに৹ඒྖҬに͓ける歯೑ԑ下のクラ
΢ンマーδン΍म෮෺のঢ়گを஧࣮に෮ݩします。こΕによってク
ラ΢ンΧンツΝーの適切なデザインがಘ΍すくなります。

バϦΦ43ΠンϓϨッγϣンΩϟッϓɹΫϩーζυトϨーΛ༻͍ͨ
໛࡞ܕ੡
ҹ৅࠾ಘ後、ٕ 工ॴにてҰ体ܕのバリオSRインプレッγϣンΩャッ
プ クϩーζドトレーとバリオSRアφϩグを、インプレッγϣン
Ωャップの಺部のωδで固定し、ҹ৅಺にૠೖします。この࣌接着
。は使用しないでくださいࡎ

バリオSRインプレッγϣンΩャップɹクϩーζドトレーとバリオSRアφϩグ



�� 

ҹ৅に適切なੴߣを஫ೖし、バリオSRインプレッγϣンΩャップが
؇まないようにします。ߗԽ後、ҹ৅を໛ܕから֎し、インプレッ
γϣンΩャップをアφϩグから取り֎します。

ώϯτɿ໛ܕ作製の際はガϜ໛ࡐܕを使用することをਪ঑します。
पғの歯೑は஄ੑが͋り、ಛに৹ඒྖҬに͓ける歯೑ԑ下のクラ
΢ンマーδン΍म෮෺のঢ়گを஧࣮に෮ݩします。こΕによってク
ラ΢ンΧンツΝーの適切なデザインがಘ΍すくなります。
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ΧϜϩグインプラントのҹ৅࠾ಘをインプラントレベルでバリオSR
アバットメントなしで行った৔合には、໛ܕ作製にインプラントアφ
ϩグを使用します。インプラントアφϩグをインプレッγϣンϙスト

（オープントレー用またはクϩーζドトレー用）に装着し、ヘックスス
クリュードライバーを用いて手でకΊ込みます。

インプラントアφϩグを用いた補綴म෮ܭըにؔするৄしい৘ใ
は、マニュアルʮΧϜϩグインプラントγスςϜʕクラ΢ンɾϒリッ
δम෮ʯを͝ཡください。

໛ܕの作製後、バリオSRアバットメントをインプラントアφϩグに
装着し、適合するαイζのラϘスクリュー（஡色）で手కΊします
。（রࢀ���1）

バリオSRアφϩグではなく࣮際のバリオSRアバットメントຊ体上で
୯ף補綴を作製します。

インプラントアφϩグを用いた୯ף補綴म෮࣌の໛
作製ܕ

஫ه
インプレッγϣンϙスト（オープントレー用またはクϩーζドト
レー用）によりインプラントレベルでҹ৅を࠾ಘする৔合には、
ಉ͡Χラーコードのインプラントアφϩグで໛ܕを作製してくだ
さい。

インプレッγϣンϙスト オー
プントレー用

インプレッγϣンϙスト ク
ϩーζドトレー用

ΠϯϓϥϯτΞφϩά

঎඼コード ,3�1��3��� ,3�1���3�� ,3�1��5��� ,3�1������
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࢑間補綴

最終補綴म෮෺を作製している間、プϩςクγϣンΩャップを使用
してॳظஈ֊のम෮෺を作製することができます。プϩςクγϣン
ΩャップはҰ体ܕのチタン製で、໓ࠝەแさΕて͓り、直3�����3ܘ 
mm用と5������ mm用の�छྨが͋ります。

プϩςクγϣンΩャップを、ΧϜϩグインプラントに装着したバリ
オSRアバットメントに装着します。Ωャップはヘックススクリュード
ライバーを用いて手でకΊて固定させます。

஫ه
既存の補綴෺を࢑間補綴として使用する৔合には、既存補綴෺
のプϩςクγϣンΩャップに౰たる部分を適切にレリーϑして͓
くඞཁが͋ります。補綴෺がプϩςクγϣンΩャップに直接౰た
らないようにします。౰たっている৔合뱌ྗが఻ୡさΕてイン
プラント࣏༊にࢧোがੜ͡ます。

஫ه
ᅞしないようにしっかޡҿ΍ޡがऀױ、಺で使用する࣌はߢޱ
りとอ持してください。

プϩςクγϣンΩャップ

঎඼コード ঎඼໊ 直ܘ

+�5����3�� プϩςクγϣンΩャップ 3�����3mm

+�5������� プϩςクγϣンΩャップ 5������mm さ���mmߴ
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チタンΩャップ ϒリッδ用をインプラントに装着さΕたバリオSRア
バットメントに取り෇けます。Ωャップの֎ଆにはレδンࡐをอ持
するたΊのグルーϒが෇༩さΕています。Ωャップはチタン合ۚ製
で、直3�����3ܘ mm用と5������ mm用の�छྨが͋ります。

஫ه
チタンΩャップ ϒリッδ用にはճ転๷ࢭ機構が෇いていないた
Ί、ϒリッδम෮にのみ使用できます。

ςンϙラリーϒリッδ補綴म෮
チタンΩャップ ϒリッδ用

ςンϙラリーϒリッδम෮෺の作製にؔする৘ใは1�3�をࢀরしてください。

঎඼コード ঎඼໊ 直ܘ

+�5����3�1 チタンΩャップɹϒリッδ用
（補綴スクリュー෇き）

3�����3mm

+�5������1 チタンΩャップɹϒリッδ用
（補綴スクリュー෇き）

5������mm

+���5����� 補綴スクリューɹヘックス
. ���ɹԫ色
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補綴෺の作製

スクリュー固定ࣜ補綴म෮෺の作製のたΊ、バリオSRアバットメ
ントに補綴スクリュー（. ���）で固定さΕるଟ༷な補綴パーツが
ଗっています。スクリューはヘックススクリュードライバーを用いて
కΊ込みます（1�1ࢀ�র）。

バリオSRアバットメントスクリューを使用して、バリオSRアバットメ
ント ストレートをインプラントに固定します。上部構造を装着する
際には、ۚ ଐに置換さΕम෮෺に૊み込まΕたプラスチックコー
ピングの࠲໘を補綴スクリューで固定します。補綴スクリューはバ
リオSRアバットメントスクリューのヘッド部の಺ωδとかみ合い、म
෮෺をアバットメントにอ持します。

アバットメントスクリューを使用して、バリオSRアバットメント アン
グル（�� 、˃3� ）˃をインプラントに固定します。上部構造を装着
する際には、ۚ ଐに置換さΕम෮෺に૊み込まΕたプラスチック
コーピングの࠲໘を補綴スクリューで固定します。補綴スクリュー
がバリオSRアバットメントのヘッド部の಺ωδとかみ合い、म෮෺
をアバットメントにอ持します。

バリオSRアバットメント アングルの補綴スクリュー連結バリオSRアバットメント ストレートの補綴スクリュー連結

バリオSRアバットメント ストレート バリオSRアバットメント アングル

バリオSRプラスチック
コーピング

補綴スクリュー

バリオSRアバット
メント ストレート

バリオSRアバット
メントスクリュー

バリオSRプラスチック
コーピング

バリオSRアバット
メント

アバットメントス
クリュー
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バリオSRアバットメント上で直接上部構造を作製する
オプγϣン

஡৭のϥϘεΫϦϡーʢཅࢎۃԽॲཧʣ
上部構造（ϒリッδ�バー）はバリオSRアバットメント（ストレート、
アングル）上で作製することもՄೳです。ただし、୯ףम෮෺の作
製の৔合はインプラントアφϩグにバリオSRアバットメントຊ体を
装着し作製することがඞਢです。（11�のʮ୯ףम෮を行う際のҹ
৅࠾ಘʯࢀর）。

インプラントアφϩグで໛ܕを作製後、バリオSRアバットメントを
インプラントアφϩグに装着します。この৔合、インプラントアφϩ
グ΁のアバットメント装着には஡色のラϘスクリュー（ཅۃ酸Խॲ
ཧ）の使用をਪ঑します。アバットメントにఴ෇さΕたアバットメン
トスクリュー（໓ࡁەみ）の使用は、ߢޱ಺のインプラント΁の最
終装着にݶ定してください。

バϦΦ43アバットメントの֓ཁ
アバットメント 

ストレート
�� ア˃ングル
3� ア˃ングル                           

バリオSRアバットメント 
ストレート
�3�����3 mm

バリオSRアバットメント 
アングル 
�3�����3 mm

バリオSRアバットメント 
ストレート
�5������ mm

バリオSRアバットメント 
アングル
�5������ mm

ラϘスクリュー バリオSR
ラϘスクリュー . 1��
঎඼コード+�����1���

ラϘスクリュー . 1��
঎඼コード+�����1��1

バリオSR
ラϘスクリューɹ.���
঎඼コード+���������

ラϘスクリューɹ.���
঎඼コード+��������1

重要事項
ඞͣ適合するラϘスクリューを͝使用ください。
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バリオSRプラスチックコーピングを用いたர造म෮

補綴म෮෺の作製に͋たり、୯ף、ϒリッδ、バー構造体用として
ম٫Մೳな既製のバリオSRプラスチックコーピングが͝利用いた
だけます。プラスチックコーピングに直接ワックスアップ（ワックス

またはパターンレδン）を行います。適切な合ۚを使用して通法通
りர造を行った後、歯ף色ࡐྉをங੝し完成させます。

バϦΦ43アバットメント�εトϨートʹ装着͞ΕΔ୯ףम෮༻のバϦΦ43ϓϥεチッΫίーϐンά
঎඼コード ঎඼໊ 直ܘ
+�5�3��3�� バリオSRプラスチックコーピング ストレートクラ΢ン用

バリオSRアバットメント ストレート用（ࡾ໘のճ転๷ࢭ機構෇） 
ম٫用（10.製）

˞バリオSRアバットメント アングルには使用できませΜ。ɹ

3�����3mm

+�5�3����� バリオSRプラスチックコーピング ストレートクラ΢ン用
バリオSRアバットメント ストレート用（ࡾ໘のճ転๷ࢭ機構෇） 
ম٫用（10.製）

˞バリオSRアバットメント アングルには使用できませΜ。ɹ

5������mm

+���5����� 補綴スクリューɹヘックス . ��� ԫ色

バϦΦ43アバットメントʢεトϨートɺアンάϧڞʣʹ 装着͞ΕΔϒϦッδ༻のバϦΦ43ϓϥεチッΫίーϐンά
঎඼コード ঎඼໊ 直ܘ
+�5�3��3�1 バリオSRプラスチックコーピング ϒリッδ用

バリオSRアバットメント ストレート�アングル用ɹম٫用（10.製）
3�����3mm

+�5�3����1 バリオSRプラスチックコーピング ϒリッδ用
バリオSRアバットメント ストレート�アングル用ɹম٫用（10.製）

5������mm

+���5����� 補綴スクリューɹヘックス . ��� ԫ色

バϦΦ43アバットメントアンάϧʢ�� ɺ˃�� ʣ˃ʹ 装着͞ΕΔ୯ףम෮༻のバϦΦ43ϓϥεチッΫίーϐンά
঎඼コード ঎඼໊ 直ܘ
+�5�3��3�3 バリオSRプラスチックコーピング アングルクラ΢ン用

バリオSRアバットメント アングル用（Ұ໘のճ転๷ࢭ機構෇） 
ম٫用（10.製）

˞バリオSRアバットメント ストレートには使用できませΜ。ɹ

3�����3mm

+�5�3����3 バリオSRプラスチックコーピング アングルクラ΢ン用
バリオSRアバットメント アングル用（Ұ໘のճ転๷ࢭ機構෇） 
ম٫用（10.製）

˞バリオSRアバットメント ストレートには使用できませΜ。ɹ

5������mm

+���5����� 補綴スクリューɹヘックス . ��� ԫ色
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バϦΦ43のճస๷ߏػࢭʹ͍ͭͯ
バリオSRアバットメント ストレートに装着さΕる୯ףम෮では、಺
部構造に3ͭのճ転๷ࢭ機構が෇いたプラスチックコーピングを
使用します。

バリオSRアバットメント アングルに装着さΕる୯ףम෮では、1ͭ
のճ転๷ࢭ機構が෇いたプラスチックコーピングを使用します。

バリオSRアバットメント（ストレート、アングルڞ）に装着さΕるϒ
リッδ�バーम෮では、಺部がؙくճ転๷ࢭ機構のないプラスチッ
クコーピングを使用します。

੡ྫ࡞ऴϒϦッδम෮෺の࠷
ϒリッδम෮෺の作製に͋たっては、バリオSRプラスチックコーピ
ング ϒリッδ用をバリオSRアφϩグに装着し、補綴スクリューで固
定します。コーピングはᄐ合໘ଆより5�� mmまで୹くすることが
できます。プラスチックコーピングの全௕11mmを௒͑るワックス
アップはしないでください。

ϫッΫεアッϓ
ϑレーϜワークは、通法通り最終తなクラ΢ンのॖܗଶでワックス
アップを行います。ηラϛックもしくはレδンங੝૚を適切かͭۉ
Ұに確อするように஫意してください。プラスチックコーピング上
のワックス૚は、��3 mmҎ上のްさがඞཁです。コーピングのエッ
δがബくյΕ΍すくならないよう͝஫意ください。

さ11�� mmߴ

最େ5�� mm୹くすることが
できます

バリオSRプラスチックコーピング ϒリッδ用と
補綴スクリュー

重要事項
リングϑΝーωスでম٫する際、プラスチックの೤๲ுによって
プラスチックコーピングपғのຒ຅ࡐをଛইし、その結果、ຒ຅
がர造ۚଐにࠞೖする৔合が͋ります。従って、プラスチックࡐ
コーピングの֎प全໘は最௿��3 mmҎ上のワックス૚でコー
ςィングさΕるඞཁが͋ります。Ճ೤すると、最ॳにワックス૚
がೈԽし、プラスチックが๲ுするスϖースがಘらΕます。
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ಘしたγリコンインデックスを用いて、ཧ૝తなϑレーϜ࠾前にࣄ
。ঢ়を確認することができますܗ

ώϯτɿӓ歯部に͓ける௕࣠方向Ҏ֎΁のՙॏとオーバーΧンツΝ
を๷͙たΊに、ワックスアップは小ӓ歯のେきさに཈͑ることをਪ
঑します。

ᄐ߹໘·Ͱのਨ௚ܘߴ
インプラントの௕さにؔする৘ใは補綴म෮またはܭըにとって
のք໘΁のෛՙは、オッηオイࠎΊてॏཁです。インプラントとۃ
ンςグレーγϣンによってੜ͡る఍߅と補綴෺の歯ף歯ࠜൺ（歯
さ�インプラントγϣルμーより上ߴ௖上のインプラントのࠎ௕ɿף
のクラ΢ンの௕さ）のൺྫؔ܎の結果としてੜ͡ます。このؔ܎に
͓いてインプラントの௕さがクラ΢ンの௕さより小さい৔合には、
補綴෺を連結するなͲしてෛՙを分ࢄするඞཁが͋ります。୯ף
म෮に͓けるクラ΢ンの௕さの最適なൺ཰はインプラントの௕さ
に対して̒ ���です。

ຒ຅ɺர଄ɺ۷Γग़͠
使用するϑラスコγスςϜのマニュアルに従って、ワックスアップし
たϑレーϜをຒ຅します。ワックスք໘ࡎੑ׆なͲの使用はਪ঑さ
ΕませΜ。もし使用する৔合には、10.製のプラスチックパーツに
適したものでなけΕ͹なりませΜ。ຒ຅の際、ワックスアップした
ϑレーϜをリングのਖ਼しい位置にઃ置することがॏཁです。ர造෺
の༰ྔൺ΍スプルーの֯౓は、ர造にඞཁなԹ౓がಘらΕるよう
にબ୒するඞཁが͋ります。こΕはಛに༰ྔのେきなέースに͓い
てॏཁです。

ຒ຅ࡐはリン酸Ԙܥຒ຅ࡐがਪ঑さΕます。ࠞ ӷൺ͓よͼ༨೤࣌
間はメーΧーのマニュアル通りにਖ਼確にઃ定してください。ٸ଎Ճ
೤ॲཧ（ώートγϣックܕຒ຅ࡐ）はਪ঑さΕませΜ。取りग़した
後、ྫྷ Ίないうͪに଎΍かにர造を完ྃするඞཁが͋ります。

ர造後、ர造෺をΏっくりとࣨԹまでྫྷまし、ஸೡに取りग़しま
す。その際、΢ΥーターδΣット΍௒Ի೾ચড়器なͲでஸೡにચড়
してから取りग़してください。

*- ʹ インプラントの௕さ
$-́  クラ΢ンの௕さ

*-*-

$-
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ர造෺をトリϛングした後、ηラϛック（͋るいはレδン）ベニアリ
ングのたΊの४උを行います。使用するηラϛックは合ۚに適した
ものにしてください（೤๲ு܎਺を確認してください）。ᄐ合໘は
ϑリーμϜインηントリックを考慮してઃܭするඞཁが͋ります。

ิ௲म෮෺の装着
仕上げたϒリッδम෮෺をバリオSRアバットメントに装着し、未使
用の補綴スクリューで固定します。కΊ෇けトルクは15Ncmです。

Ӵੜ上͓よͼ৹ඒ上のཧ༝のたΊ、アクηスϗール部を෧࠯する
ことをਪ঑します。補綴スクリューを取り֎すことができるように、
スクリューヘッド直上はワックス͋るいはガッタパーチャで͗࠹、
ᄐ合໘までのアクηスϗールはコンϙδット౳で෧࠯します。

装着前に補綴෺のચড়͓よͼফಟまたは໓ەを行うことをਪ঑
します。インプラントपғのߗೈ૊৫のঢ়گが適切で、補綴෺が
ギャップなく確࣮に装着できなけΕ͹なりませΜ。
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3� 

アクリルレδン製ϒリッδ構造体
チタンΩャップ ϒリッδ用

チタンΩャップ ϒリッδ用の֎ଆはレδンங੝࣌のリςンγϣン
のたΊのグルーϒが෇༩さΕています。Ωャップはチタン合ۚ製
で、直3�����3ܘ mm用と5������ mm用の�छྨが͋ります。

ςンϙラリーϒリッδम෮෺は、作ۀ໛ܕのインプラントアφϩグ
に装着したバリオ SRアバットメント（ストレート、アングル）上で直
接作製することができます。

੡ྫ࡞ऴϒϦッδम෮෺の࠷
ϒリッδम෮෺の作製のたΊ、チタンΩャップɹϒリッδ用をバリ
オSRアφϩグに取り෇け、補綴スクリューで固定します。Ωャップ
はࡾஈ໨のグルーϒをؚΊた5�� mmの部分まで୹くして使用する
ことができます。

஫ه
チタンΩャップ ϒリッδ用にはճ転๷ࢭ機構が෇いていないた
Ί、ϒリッδ補綴म෮にのみ使用できます。

バϦΦ43アバットメント�εトϨート�アンάϧʹ装着͞ΕΔ�チタンΩϟッϓ�ϒϦッδ༻
঎඼コード ঎඼໊ 直ܘ
+�5����3�1 チタンΩャップ ϒリッδ用（補綴スクリュー෇） 3�����3mm

+�5������1 チタンΩャップ ϒリッδ用（補綴スクリュー෇） 5������mm

+���5����� 補綴スクリュー ヘックスɹ.��� ԫ色

さ11�� mmߴ

最େ5�� mm୹くすることが
できます

チタンΩャップɹϒリッδ用と補綴スクリュー
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チタン製Ωャップ上に通法通り適切なレδンࡐを用いて補綴म෮
します。

ิ௲म෮෺の装着
仕上げたアクリルレδンϒリッδをバリオSRアバットメントに装
着し、未使用の補綴スクリューで固定します。కΊ෇けトルクは
15Ncmです。

Ӵੜ上͓よͼ৹ඒ上のཧ༝のたΊ、アクηスϗール部を෧࠯する
ことをਪ঑します。補綴スクリューを取り֎すことができるように、
スクリューヘッド直上はワックス͋るいはガッタパーチャで͗࠹、
ᄐ合໘までのアクηスϗールはコンϙδット౳で෧࠯します。

装着前に補綴෺のચড়͓よͼফಟまたは໓ەを行うことをਪ঑
します。インプラントपғのߗೈ૊৫のঢ়گが適切で、補綴෺が
ギャップなく確࣮に装着できなけΕ͹なりませΜ。
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3� 

ϋイϒリッドデンチャー
レーザー溶接ࣜバーアタッチメント
バーコーピング

バーコーピングはグレード�のチタン製で、チタン製の既製バーに
接ଓするレーザー溶接ࣜのバー構造体に適しています。コーピン
グには直3�����3ܘ mm用と5������ mm用の�छྨが͋ります（ճ
転๷ࢭ機構は෇いていませΜ）。

バーσンチϟーの໾ׂ
インプラントࢧ持のϋイϒリッドデンチャーに͓いて、バーアタッチ
メントは҆定したインプラント連結構造体となり、ϋイϒリッドデ
ンチャーをしっかり固定することができます。

ɾデンチャーをせΜ断ྗ΍ԡし上げྗからอޢ
ɾせΜ断ྗの分ࢄ
ɾインプラントの҆定Խと連結によるスプリントޮ果
ɾバーのճ転ࣗ༝౓による஄ੑ補ਖ਼

バーアタッチメントの࡞੡
バーアタッチメントの作製では、バーコーピングをバリオSRアφϩ
グに装着します。ヘックススクリュードライバーを用いて補綴スク
リューを手でకΊ込みます。

஫ه
バーコーピングにはճ転๷ࢭ機構が෇いていないたΊ、バー構
造体にのみ使用できます。

バϦΦ43アバットメント�εトϨート�アンάϧʹ装着͞ΕΔバーアタッチメント༻バーίーϐンά
঎඼コード ঎඼໊ 直ܘ
+�57���3�� バーコーピングɹレーザー溶接用（補綴スクリュー෇） 3�����3mm

+�57������ バーコーピングɹレーザー溶接用（補綴スクリュー෇） 5������mm

+���5����� 補綴スクリューɹヘックスɹ. ��� ԫ色

さ��� mmߴ

バーコーピングと補綴スクリュー
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バーエレメントを、バーコーピングとのすき間ができるだけ小さくな
るように連結ギャップを考慮して切断します。

全てのパーツを装着したら、バーをバーコーピングに対して十分な
アルゴンガス噴射下でレーザー溶接を行った後、研磨します。

バーアタッチメントが完成したら、メタルで床を補強した最終の
バー用オーバーデンチャーを通法通り作製します。人工歯は通常
の総義歯の原則に基づいて配列します。既存の総義歯を利用し、
適切なバー構造によってバー維持用デンチャーに転換させること
もできます。

バーアタッチメントの装着
仕上げたバー構造体をバリオSRアバットメントに装着し、ヘックス
スクリュードライバーを用いて未使用の補綴スクリューにて固定し
ます（トルク値15Ncm）。デンチャーを装着し、適切に適合してい
るかを確認します。

レーザー溶接における重要事項
溶接の際青色の変色がないようにしてください。変色は不十分
なアルゴンガス噴射によるチタンの酸素取り込みを意味します。
その結果、溶接部が脆くなってしまいます。使用するレーザー溶
接機器の操作マニュアルに従って操作してください。

重要事項
マトリックスは、デンチャーの作製前に適切なベンディングワイ
ヤで固定して配置します。この手順を踏むことでバー上のデン
チャーの垂直方向の位置の確定ができます。
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カムログインプラント	 医療機器承認番号	 【高度】	 21200BZY00584000

カムログアバットメント	 医療機器承認番号	 【高度】	 21200BZY00583000

カムログインプラント	K-シリーズ	 医療機器承認番号	 【高度】	 22200BZX00868000

バリオSRアバットメント	 医療機器承認番号	 【高度】	 22700BZX00119000

バリオSR上部構造材	 医療機器認証番号	 【管理】	 223AKBZX00211000

カムログ　レンチ	 医療機器届出番号	 【一般】	 27B1X00027000005

カムログ	インプラント補綴用器具	 医療機器届出番号	 【一般】	 27B1X00027000026

印象用キャップ	 医療機器届出番号	 【一般】	 27B1X00027000067

インプレッションポスト	 医療機器届出番号	 【一般】	 27B1X00027000069

インプラントアナログ	 医療機器届出番号	 【一般】	 27B1X00027000081

ヘックススクリュードライバー　0.05インチ	 医療機器届出番号	 【一般】	 27B1X00027000085

バリオSR技工用器材	 医療機器届出番号	 【一般】	 27B1X00027000098

バリオSRインプレッションキャップ	 医療機器届出番号	 【一般】	 27B1X00027000099

バリオSRラボスクリュー	 医療機器届出番号	 【一般】	 27B1X00027000100

バリオSRアライメントツール	 医療機器届出番号	 【一般】	 27B1X00027000101

HEXスクリュードライバー　0.05インチ	 医療機器届出番号	 【一般】	 27B1X00027000127
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製造販売業者　株式会社アルタデント
本　　社 〒530-0012　大阪市北区芝田2-8-31　第三東洋ビル2F TEL（06）6377-2221 FAX（06）6377-2223
東京支社 〒106-0047　東京都港区南麻布2-14-19  オキノビル3F TEL（03）5420-2290 FAX（03）5420-4790
製造業者　Altatec GmbH Maybachstr 5, 71229 Wimsheim, Germany

IN. 0001. 201507. 01
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